
演題 集学的癌治療に向けた中性子捕捉療法の応用展開

演者 柳衛 宏宣 先生

東京大学大学院工学系研究科原子力国際専攻、客員研究員
医療法人社団杏林堂、杏林堂クリニック 外科・胃腸科医院

日時 平成25年6月26日（水） 午後4時から5時30分
場所 明治薬科大学清瀬キャンパス 101教室

対象 がんプロフェッショナル養成基盤推進事業参加
大学学生・大学院生・教員

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
柳衛宏宣先生講演会のお知らせ

柳衛宏宣先生は高知医科大学卒業後、東京大学大学院で
学位を取得され、米国留学後、東京大学工学系研究科准教
授を経て、現在研究と臨床の両面で活躍されています。

先生は中性子補足療法を用いた先進的がん治療法の開発
を研究されており、日本中性子補足療法学会、日本胃がん学
会の評議委員を務めるなど、活発な学会活動もされておりま
す。今回、先生の講演会を下記の演題で企画いたしました。今
後の日本でのがん専門薬剤師活動の展開を考える上でも興
味深いテーマですので関心のある方は振るってご参加くださ
い。

主催 大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
連絡先 教務課、大学院係 grad@my‐pharm.ac.jp
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